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氷雪気候：北極や南極に近く雪や氷に覆われた地域。
ツンドラ気候：わずかに草などが生える地域。イヌイットが生活している地域がある。
緯度が高いので夏は夜中も太陽が沈まない白夜があり、冬は太陽がのぼらない極夜がある。

寒帯

西岸海洋性気候：ヨーロッパの大西洋側は緯度が高いが寒くなく、一年中雨が多い。
温暖湿潤気候：日本のように温暖で、夏に雨が多く降り四季がある。
地中海性気候：ヨーロッパの地中海沿岸では、冬に雨が多く降り、夏は日差しが強く乾燥
するので日本とは一年の降水量が逆になる。夏を涼しく過ごせる石の家が多くある。

温帯

熱帯雨林気候：赤道に近く一年中気温が高く雨が多い。マングローブと呼ばれる樹木が育ち、
人々は柱と屋根だけで壁のない家や高床式の家で生活している。
サバナ気候：雨季と乾季があり、わずかに樹木が育ち草原が広がっている。

熱帯

砂漠気候：雨がほとんど降らない砂漠地域。わずかに雨が降るオアシスがある。
サバナ気候：雨が少なくたけの短い草原が広がっている。サヘルと呼ばれる地域には日干
しレンガに住む人や、家畜を遊牧する人が暮らしており、焼畑農業が行われている。

乾燥帯

標高が高い地域では気温が低くなり、昼は暖かく夜は寒い気候となる。アンデス山脈では
リャマやアルパカが放牧されている。

高山気候

他の気候帯と違い細かい気候区は無い。冬は寒さが厳しく夏は気温があがり樹木が育ち、
タイガとよばれる針葉樹の森林がある。タイガの下は永久凍土の凍った土がある。
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